
新型コロナウイルス（COVID-19）（図１）は飛沫

（ひまつ）感染、接触感染により伝播すると考え

られています。飛沫感染とは、感染した人の咳・く

しゃみ・つば・鼻水など飛沫（とびちったしぶき）

の中にいるウイルスを口や鼻から吸い込むことに

より感染することです。結核菌のように空気感染

をすることはありませんが、患者の咳やくしゃみ

などによって飛び、密閉された空間で、空気中を

しばらく漂う細かい微粒子（エアロゾル）中では、

3 時間感染力を保つことには注意が必要です。  

接触感染とは、ウイルスが付着した手指で鼻や口

や目に触れることで、粘膜などを通じてウイルス

が体内に入り感染することです。感染者が咳やく

しゃみを手で押さえた後、その手でドアノブ、ス

イッチ、キーボード、手すりなどの周りの物や場

所に触れるとウイルスが付きます。他の人がその

物や場所を触るとウイルスが手に付着し、その手

で口、鼻、目を触ることで粘膜から感染します。 

このウイルスの環境下での寿命は（図２）に示し

ますが、最も長いのはプラスチック・ステンレス

の表面で最大 3 日間感染力を持っていました。        

とはいえ、すべてのウイルスは生物（人）の体内に

入らなければ増殖出来ません。つまりウイルスに

感染して病気になるのは、ウイルスに触れるだけ

ではなく、そのウイルスを体内に取り込まなくて

はならないのです。新型コロナウイルスの場合は、

飛沫感染・接触感染として体内に取り込まれるの

です。たとえウイルスが手に付着したとしても、

洗い除いてウイルスを体内に入れなければ感染は

しません。 

したがって、感染を予防するためにはともかく手

を洗うことが大切です。「ウイルスが家の中でいき

なり自然発生することはない。感染した人間が持

ち込まなければ、ウイルスは家の中にない」わけ

です。（図３）（図４） 

それと共に、3 つの密（図５）を絶対に避けて行動

し、不要不急の外出を避け、極力家に居る事（Stay 

Home）です。また、人と対面で話をする場合は、

マスクを着用し、可能な限り社会的距離２ｍをと

ることも、心掛けて下さい。 
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